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園舎 ・園庭 の 改善を通 して の 保 育実践 の 変容 （III）

　　　　　　　　 一研究者 と保育者に よる ア ク シ ョ ン リサ…チ の試み一

〇 福田秀 子 （山脇学園短期大学）　 無藤隆 （お 茶 の 水女子 大学）　 向 山 陽子 （駒場幼稚園）

1 は じめ に

　　幼児期 の 子 どもは 日當生活 の 中で 、身体活動を 通

して様 々 な こ とを理解 し、身につ ける こ とに よ り発達

して ゆ く。従っ て 子 どもの 生活 の 場で あ る幼稚園に も、

子供 の 自然な動 きや遊びを促す よ うな環境が 求め ら

れ る。K 幼稚園では、95年秋以降子どもの 自主性 を重

ん じた 自由感 の ある保育を目指 して、古い 閉塞的構造

の 園舎を開放的な構 造 へ と少 しず つ 改善 して きた 。98

年春か らは研究者に よる観 察が開始され、子 どもの 遊

び と発 達を促す 園環境作 りに 向 けた研 究者 と保 育者

の 協力に よるア クシ ョ ン リサ
・一

チを続けて い る 廴） 2）。

本研究で は、外階段 と園庭部分につ い て 、 改善前 と後

の 時期に お け る子 供 の 活動 の 様 子 を比 較 し、園環境の

変化と子 どもの 動き との 関わ りに つ い て 考察す る。

11方法

対象 ：K 幼稚 園児 102、保育者
」10、事務専任 1、（98，

4 現在）、 に よ る保育の 様子 と保育の 場と して の 園舎 ・

園庭 ・屋上。

方法 ：  保 育中の 園内で 、子 ども た ちが どの よ うな場

所 で どの よ うな活動を し て い る か を観察 ・記録 し、補

助 と して 写真撮影する。保育終了後に保育者たちか ら

状況説明やエ ピ ソード等の情報を得 、観察記録 （98．4
− Ol．12｝を作成する。   園長の 保 育記録 と改善記録

（95．10− Ol．12）と園長へ の イ ン タ ビ ュ
ー、      と

そ の 他資料 を も とに考察す る。

1皿 結果 と考察

L 外階段 部分

　　現在 の 年長児は 外階段新設時 （99．9） に 年少 で あ

っ た e は じめ の うち足元を見ながら慎重に 上下 して い

たが 、 今では急ぐときにはかな りの 速度で 上下 し、ゆ

っ くり会話した り眺めた り、
こ の 場所 に慣れ て き た様

子 がみ え る。年 中児 の 行動 も時間の 経過とともに ス ム

ーズ に な っ て い る。外階段 の 上 と園庭では、新設直後

か ら声をかけ あう姿が見 られたが、しばらくして 階段

の 中間点 に い る子 どもが近 く の ジ ャ ン グル の上 1こい

る 子 どもと会話するよ うにな っ た。 らせん状 の 階段の

上 下垂直に糸電話を垂 ら して話 をす る子 どもも い る

が、この 場所の特徴を生か した遊 びは 少な い e さ らに

使 い こ な され れば新 しい 遊びが生まれ るの で はな い

か と期待される 。

2． 園庭

　　園庭 は植栽 と遊具 の 新設 を 主 に改善が 進 め られ て

きた。年 々 緑 が増え、季節の 変化 が よ りは っ き り見 え

る よ うになり、虫や植物の 採集も盛 ん にな っ て い る。

遊具 は、比較的長時間遊ぶ 砂場、す べ り台等 と、短時

間ですむ鉄棒、タイヤブラン コ などが古木、切 り株で

連続した形に配 置された。

　　外階段 新設 に よ り、2 階保育室 と庭 が 直結 し て 以

来、外遊び が急増した。園庭の 回遊遊び は 98 年度で

は追 い かけっ こ の 時以外、少なか っ たが、徐々 に増加

して 01年 には頻繁 に なっ 陶 長時閤お しゃ べ りしな

が ら、ゆ っ くり遊 具や拠点を渡 り歩 くグノta・プ もあ り、

す い て い る時に は、年少児もうれ しそ うに回遊遊び を

して い る。年長児 と保育者 の ドロ ケイ遊 びは グラ ウン

ド、ス ロ
ー

プの 他、ぬ け道、遊具、隠れ場所 など、ほ

とん ど園庭の すべ て を使用して 長時間展 開 して い る。

　　園庭 には、本来通路 で は な い 場所を子 どもが く り

返 し通 っ て、道にな っ た箇所が い くつ もある。以降、

こ れを 「子 ども道」 とよ 筑 ス n 一プに 沿 っ た植 え込

み の 途中を 00 年秋頃か ら時 々 子 どもが通 り抜 けて い

たが、01 年度に入 り、通行が増えた 。 子 どもは、緑が

の び花が咲く季節に は あまり通 らず、秋 にな っ て 葉が

落ちす き間が 目立 つ よ うに な る と、また往来が増え、

子 ども道 らし くな っ た。季節の 変化 の 他にも保 育者 の

意識 が 「そ こ は 入 らない とこ ろ」 から、「こ こ を通 っ て

い る のね 」 とい う半公認に変わっ た こ とも子 ども道の

成立 ｝こか か わ っ て い る と考えられ る。以前は こ の植 え

込 み が ま ば らで 、通 り抜けも楽で あ っ た 。 そ の 時期で

はなく、Ol 年に なっ て か ら子 ども道が成立 した の は 子

どもの回遊遊びが活発化 して 園庭が使い こな され て

きた結果 、遊び に便利な道が生まれ た た め と思わ れ る a

　 木登 りかえでの 並 び の 、小高い 場所 には 以前か ら

子 ども道が 2本あ り 1本は 夏の草で ほ とん ど見えな く

な る。01 年 le 月植木屋が入 り小枝や下草を払 っ た 直

後、その 揚所 に年長児と保育者の協力で小枝 と立ち木

を紐で結ん だ 「基麹 がで きた。は じめ は木の葉で囲

まれ て基地 の 中は見 えず、隠れ家の よ うだ っ た が 、次

第に葉が落ち て 小枝だけが残 り、丸見 え状態にな っ た。

しか し、「基地」 の 中には ゴザ、イ ス 、テ
ーブル 、ブ ロ

ッ ク石、バ ケ ツ など次 々 に 運び 込まれ、熱 心にままご
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とを した り、外出 した り、遊びが 展開して い る。年長

不在の 時 に は年中が入 り込んだ り、通 り抜けた りする 。

　　同時期に、正門横 の 藤棚 の 下にも保 脊者が小枝 と

棒をっ か っ た斜め屋根の 小屋を作っ tc．こ こ も葉が落

ち て丸見えにな っ たが、イ ス やテ
ーブル が入 り、地面

に は落葉が敷かれて 、年少 ・中
・
長児が出入 り して い

る。イ ス に座 っ て 外 を眺め た り、ままごとを した りの

他に 、 トンネル の ようにくぐ り抜け る子 もい る。小屋

と植 え込 み の 問 の 隙間 にも、子ども道が できか けて い

る 。

　 園庭遊びが
一一
段 と活性化 した原因 の 1 つ として、

屋上 が本格的に 第二 の園庭 の 役割 をはたす ようにな

っ た こ とが あげ られ る 。 庭 と屋上 の 使 用時間 は朝の 保

育者の打ち合わせ で 決 められ 、 屋上へ 誘導 して遊ん だ

り、お弁当を食 べ た りする回数が増えた 。 園児数は 98

年 に 比 べ 約 60 人増え、外 遊びも増加 して い るに もか

か わ らず、園庭が混雑せ ず遊びが活性化 して い る の は

外遊びが崖上 と園庭に 上手 に分散された効果 も大 き

い と思 わ れ る。

　 最近 の 園庭で は、隅 々 ま で子ども道がで き 、
い ろ

い ろな遊び が活発に展開して い る。95年秋か ら続け ら

れ て き た改善と保育の 工 夫効果が 子 ども の遊び に 現

れて きた。無藤が 提示 し た 子 ど もの動 きやすい 環境 コ）

作 りは順調に進ん で い ると言え よ う。

W まとめ

　 園舎 ・園庭改善の 前と後 で は、子 ども の活動に 変

化 がみ られ、変化を促す要潤 と して は、次の （1）か

ら （4）が考え られ る。

（1）保育者側 が行 う物的環境の 変化

　 園庭で は植栽 に より自然が豊か になり、採集そ の

他 の 遊びが増えた。 また、遊具配置 の 工 夫 に よ り、流

れが生 じ、 遊びが活発化 した。

ミ ニ 階段の設置で 園舎内 に回遊性が生 じ、回遊遊びが

猛 まれた。 外階段 の 設置で 外遊 びが増加 した 。 さらに

通行量の 分散に よ りス m ・一一
プや ミニ 階 段 の 特徴 を生

か した遊びや 年少児 の 使用が増えた 1）。

（2）四季 に よ る 自然の 変化

　 特に園庭と崖上で 四季 の 変化がは っ き り見え 、 子

どもは そ の 季節 ならで は の 遊び方 をする。こ どもの 動

線は季節に よ り大きく変わる。

  保育者の意識 、 方 向付 け s 誘導、行動

　　自然 へ の 気 づ き、新 しい 場所や 遊び へ の 誘導 、 園

内の 隅 々 まで生か し た使い 方を した い とい う意識 、 新

しい 子ども道の 容認、魅力的な 日常の 小イ ベ ン ト、 保

育の 工夫は 子 どもの 活動変化 の 大 きな要因 となる。

（4）子 どもが能動的に変え る環境

　 新しい遊び場の発見、開発 、 子 ども道などは 子 ど

もが同 じ場所で繰 り返 し遊ん だ り、使用 して使い こ な

され た状態 にな っ て は じ め て 現れ る こ とが多い
。 01

年にはお たま じゃ く し を飼 い た い こ どもが園長に働

きか け、皆で池作 りをした。子 どもの 発案に保育者が

協力 して環境を変える動きが出て きた 。

　 多くの 場合、園内をよく使い こな し、発達もすす

んだ年長児が廃発 し、年 中、年少児は それ を見 て い て 、

年長がい な い 時 に覗 い た り試 した りす る。遊び の伝承

による子 どもの 行動変化 もある。

　　 （1）〜 （4）は複雑に絡み あい 、子 どもの 動き の

変化に作用すると考 えられ るe

　　本研究 で は、園環 境か変化す ると子 どもの 動き が

変わ り、逆 に 子 どもが園環境を変えて ゆ く例 も観察 し

た 。 子 どもの 動線 を考 慮 した園環境作 りの 重要徃が再

認識 された 。
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